
スイッチの設置

スイッチの初期設定、スイッチのIPアドレスの割り当て、および電源情報については、Cisco.com
にあるスイッチのクイックスタートガイドを参照してください。

この章の内容は、次のとおりです。

•梱包内容（1ページ）
•工具および機器（3ページ）
•スイッチ動作の確認（3ページ）
•スイッチのデータスタックのプランニング（3ページ）
•データスタックのケーブル接続方法（4ページ）
• StackPowerスタックのプランニング（7ページ）
• StackPowerケーブルの接続方法（8ページ）
•スイッチの設置（11ページ）
• StackWiseケーブルの接続（17ページ）
• StackPowerポートへの接続（21ページ）
•スイッチへのネットワークモジュールの取り付け（21ページ）
• Cisco着脱可能トランシーバモジュールの取り付けおよび取り外し（21ページ）
•装置とイーサネットポートの接続（22ページ）

梱包内容
出荷ボックスには、注文したスイッチモデルと設置に必要なその他のコンポーネントが入って

います。一部のコンポーネントは、注文によって任意選択できます。

これらのものがあることを確認します。欠品または損傷品が見つかった場合は、製品の購入代

理店まで問い合わせてください。

（注）

スイッチの設置

1



図 1 :出荷ボックスで送付されるコンポーネント
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（オプション）StackPowerケーブル
（0.3 mまたは 1.5 m）

15No.12なべネジ X 47

（オプション）StackWise-320ケー
ブル

16No.10なべネジ X 48

1. この品目は発注可能です。（注）

工具および機器
次の必要な工具を用意します。

• No.2プラスドライバ。

スイッチ動作の確認
ラック、卓上、または棚にスイッチを設置する前に、スイッチに電源を投入し、POSTが正常
に実行されることを確認します。

スイッチに電源を供給するには、AC電源コードの一端をスイッチの AC電源コネクタに接続
し、もう一端を AC電源コンセントに接続します。

スイッチの電源を入れると、POSTが開始され、スイッチの正常動作を確認するためのテスト
が実行されます。テスト中に LEDが点滅することがあります。SYST LEDは緑に点滅し、そ
の他の LEDは緑に点灯したままです。

スイッチで POSTが正常に終了すると、SYST LEDが緑に点灯したままになります。その他の
LEDは、いったん消灯してからスイッチの動作状態を表します。スイッチがPOSTに失敗する
と、SYST LEDはオレンジに点灯します。

POSTエラーは通常、修復不能です。スイッチが POSTに失敗する場合は、シスコテクニカル
サポートに連絡してください。

POSTに成功したら、スイッチから電源コードを取り外し、ラック、卓上、または棚に設置し
ます。

スイッチのデータスタックのプランニング
Cisco Catalyst 9300スイッチは、データスタッキングを使用して帯域幅を共有できます。次の
表に、サポートされるスタッキングオプションを示します。
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表 1 :サポートされるスタッキングオプション

サポートされる帯域幅スタッキングオプションスイッチモデル

1 TbpsStackWise-1TC9300Xモジュラアップリンク

480 GbpsStackWise-480C9300モジュラアップリンク

320 GbpsStackWise-320C9300L固定アップリンク

C9300XとC9300スイッチ間の混合スタッキングは、StackWise-480速度でサポートされます。
ただし、モジュラ型アップリンクスイッチや他の Cisco Catalystスイッチと固定アップリンク
スイッチをスタッキングすることはできません。

スイッチのスタック構成と電力のスタック構成のガイドライン

スタック内のスイッチ同士を接続する前に、スタック構成に関する次の注意事項を確認してく

ださい。

•スイッチおよびオプションの電源モジュールのサイズ。1100 W/1900 W電源モジュール
は、他のモジュールよりもサイズが長いです。同じ電源モジュールを搭載したスイッチで

スタックを構成すると、スイッチどうしの接続が簡単になります。

•ケーブルの長さ。スタックの構成方法によって、必要なケーブルの長さは異なります。発
注時に StackWiseケーブルの長さを指定していない場合、付属するケーブルは 0.5 mとな
ります。1 mまたは 3 mのケーブルが必要な場合は、シスコの代理店に発注できます。
ケーブルの部品番号については、StackWiseアクセサリを参照してください。推奨される
構成例については、データスタックのケーブル接続方法（4ページ）を参照してくださ
い。

• StackPowerスタック、およびデータスタックのメンバーとなっているラック搭載型のス
イッチスタックについては、StackPowerスタックのプランニング（7ページ）を参照し
てください。

•スイッチの背面にあるStackPowerコネクタを使用して、最大4つのスイッチをStackPower
スタック内に構成できます。ただし、XPS-2200では、StackPowerスタックで最大 9つの
C9300スイッチを構成できます。現在、C9300XスイッチはXPS-2200をサポートしていま
せん。

データスタックのケーブル接続方法
次の例は、付属の 0.5 m StackWiseケーブルを使用した推奨構成です。この例では、スタック
内のスイッチは垂直ラックまたは卓上に設置されています。この構成で冗長接続機能が可能に

なります。この構成例では、付属している 0.5 mの StackWiseケーブルを使用しています。こ
の例では、冗長接続を実現するフルリング構成を示しています。
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図 2 : 0.5 mの StackWiseケーブルを使用した、ラックまたは卓上でのスイッチのデータスタック

次の例は、スイッチを横に並べて設置する場合の推奨構成です。1 mおよび 3 mの StackWise
ケーブルを使用してスイッチを接続します。この構成で冗長接続機能が可能になります。

図 3 :横に並べて設置したデータスタック

データスタックの帯域幅およびスタックの区分の例

ここでは、データスタックの帯域幅とデータスタックの区分について図示しながら説明しま

す。図は、全帯域幅と冗長性を備えた StackWiseケーブル接続を実現する、スイッチのデータ
スタックを示しています。

図 4 :全帯域幅を使用できるデータスタックの例

この図は、StackWiseケーブル接続が不完全なスイッチのスタック例を示しています。このよ
うなスタックでは、帯域幅を半分しか使用できません。また、接続の冗長性も確保されませ

ん。

図 5 :使用できる帯域幅が半分になるデータスタックの例
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以下の図はいずれも、フェールオーバー状態のスイッチのデータスタックを示します。次の図

では、リンク 2の StackWiseケーブルが不良です。したがって、このスタック構成では帯域幅
を半分しか使用できず、接続の冗長性も確保されません。

図 6 :フェールオーバー条件のデータスタックの例

次の図では、リンク 2が不良です。したがって、このスタックは 2つのスタックに分離し、最
上部と最下部のスイッチがこのスタックの中でアクティブスイッチになります。最下部のス

イッチがメンバー（アクティブスイッチでもなく、スタンバイスイッチでもないスイッチ）

の場合、このスイッチはリロードされます。

図 7 :フェールオーバー条件でデータスタックが区分される例

スイッチスタックの電源投入シーケンス

スタック内のスイッチに電源を投入する前に、次の注意事項を確認してください。

•スイッチに最初に電源を投入するシーケンスは、スタックマスターになるスイッチに影響
を及ぼします。

•アクティブスイッチを選択する方法は 2通りあります。

•特定のスイッチをアクティブスイッチにする場合は、そのスイッチに最高のプライオ
リティを設定します。複数のスイッチでプライオリティが等しい場合は、MACアド
レス値が最も小さいスイッチがアクティブスイッチになります。

•特定のスイッチをアクティブスイッチにする場合は、最初にそのスイッチの電源を投
入します。このスイッチは、再選択が必要になるまでアクティブスイッチの状態を維

持します。その後2分経過してから、スタックにある残りのスイッチの電源を投入し
ます。アクティブスイッチにするスイッチが特にない場合は、1分以内にスタックに
あるすべてのスイッチの電源を投入します。これらのスイッチはアクティブスイッチ

の候補となります。2分経過してから電源を投入したスイッチは、アクティブスイッ
チの選択対象から外されます。
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スイッチの電源を切らずにスタックを変更した場合、次の結果が発生する可能性がありま

す。

•動作している 2つの部分リングスタックを、スタックケーブルを使用して互いに接続し
ている場合、スタックのマージが発生することがあります。この状況では、スタック全体

（スタックにあるすべてのスイッチ）がリロードされます。

•スタックにあるスイッチの中に、スタックから完全に分離しているものがあると、スタッ
クの分割が発生することがあります。

•フルリングスタックでは、次の場合にスタックの分割が発生する可能性があります。

•電源を切らずに、稼働している複数のスイッチをスタックから切り離した場合。
•電源を切らずに、複数のスタックケーブルを取り外した場合。

•部分リングスタックでは、次の場合にスタックの分割が発生する可能性があります。

•電源を切らずに、いずれかのスイッチをスタックから切り離した場合。
•電源を切らずに、いずれかのスタックケーブルを取り外した場合。

•分割されたスタックでは、アクティブスイッチとスタンバイスイッチの場所に応じて、2
つのスタックが形成されるか（スタンバイスイッチは、新しく形成されたスタックの新し

いアクティブスイッチとして引き継がれます）、新しく形成されたスタックに属するすべ

てのメンバがリロードされます。

これらの結果は、スイッチがどのように接続されているかによって異なります。スタックを分

割せずに、複数台のスイッチをスタックから切り離すことができます。

（注）

スタックの再選定が発生する条件や、アクティブスイッチの手動選択が必要になる条件につい

ては、Cisco.comの次の URLで、スタッキングソフトウェアのコンフィギュレーションガイ
ドを参照してください：http://www.cisco.com/go/c9300。

StackPowerスタックのプランニング

StackPowerスタック構成にする場合の注意事項
電源の共有または冗長性の目的で、StackPowerスタックを構成できます。電力供給モードで
は、スタック内のすべての電源の電力が集約され、スタックメンバーに分配されます。

冗長モードでは、スタックの電力バジェットの合計を算出するときに、最大電源のワット数は

含まれません。この電力は予備として確保されており、いずれかの電源が故障した場合にス

イッチおよび割り当てられている装置に対して電力を保持するために使用します。ある電源が

故障すると、StackPowerのモードは電力共有になります。
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Cisco Catalyst 9300シリーズスイッチの構成には、電力共有モードが推奨されます。（注）

スイッチの電力スタックを管理するための一般的な概念と手順については、Cisco.comで提供
されているソフトウェアコンフィギュレーションガイドを参照してください。

電力スタック内のスイッチ同士を接続する前に、次の注意事項を確認してください。

• C9300および C9300Xスイッチは、Cisco StackPowerをサポートし、公称状態で最大 1000
Wの電力を電源スタック全体に供給します。障害状態では 2400 Wの電力を供給します。
Cisco StackPowerは、C9300Lスイッチではサポートされません。

• 1つのスイッチ電力スタックには、リングトポロジに最大 4台のスイッチ、およびスター
トポロジに9台のスイッチを含められます。現在、C9300XスイッチはXPS-2200をサポー
トしていません。

•スイッチおよびオプションの電源モジュールのサイズ。1100 W/1900Wの電源モジュール
は他のモジュールよりも 1.5インチ（3.81 cm）長く、接続ケーブル固定クリップを使用す
ると、スイッチのシャーシから3インチ（7.62cm）突出します。同じ電源モジュールを搭
載したスイッチでスタックを構成すると、スイッチどうしの接続が簡単になります。ス

イッチの寸法については、付録 A「技術仕様」を参照してください。

•ケーブルの長さ。スタックの構成方法によって、必要なケーブルの長さは異なります。発
注時に StackPowerケーブルの長さを指定していない場合、付属するケーブルは 0.3 mとな
ります。1.5 mのケーブルが必要な場合は、シスコの代理店に発注できます。ケーブルの
部品番号については、StackPowerコネクタを参照してください。推奨される構成例につい
ては、StackPowerケーブルの接続方法（8ページ）を参照してください。

•データスタックおよびStackPowerスタックのメンバーとなっているラック搭載型のスイッ
チスタックについては、スイッチのスタック構成と電力のスタック構成のガイドライン

（4ページ）を参照してください。

StackPowerケーブルの接続方法
ここでは、StackPowerスタック構成にする場合のケーブル接続方法の推奨例について説明しま
す。StackPowerケーブルは 2種類あります。

図のケーブルは、スイッチを電源スタック内の別のスイッチまたは XPSに接続します。
StackPowerケーブルの両端には、色帯が付けられています。

•緑の帯のケーブル端は、スイッチのみに接続できます。

•黄色の帯域のケーブル端は、スイッチまたは XPSに接続できます。

このケーブルには 2種類の長さのものがあります。
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長さケーブルタイプ部品番号

0.3 mStackPowerケーブルCAB-SPWR-30CM

1.5 mStackPowerケーブルCAB-SPWR-150CM

図 8 : Cisco Catalyst 9300シリーズスイッチで使用する StackPowerケーブル

この図は、付属の 0.3 mの StackPowerケーブルと 1.5 mのケーブルの両方を使用したリング型
の構成を示しています。後述の例では、スイッチは垂直ラックまたは卓上に設置されていま

す。

図 9 : StackPowerのリングトポロジ

次の図に、スタートポロジで接続した 8個のスイッチを示します。
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図 10 : StackPowerのスタートポロジ

StackPowerの区分例
以下の図はそれぞれ、フェールオーバー状態のスイッチの StackPowerスタックです。

この図では、StackPowerケーブル 2が不良です。これは破損したリングと見なされ、障害状態
です。スタック全体で電力は共有されますが、この状態では、電源、AC電源、StackPowerポー
トなどの障害がさらに発生した場合に、電力バジェットと高優先順位ポートの数に制限が課さ

れます。。StackPowerは二次的な障害を想定していないため、障害が発生したコンポーネン
トまたは電源の復旧はすぐに行う必要があります。
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図 11 :フェールオーバー条件での StackPowerスタックの例

次のの図では、センタースイッチの StackPowerポート Bが故障しており、このスタックが 2
つのスタックに分かれています。上部の2台のスイッチは電力を共有し、下部のスイッチは別
スタックになっています。ケーブル2の初期障害の後、ポートのそれ以上の障害は二重障害と
見なされ、StackPowerは処理できません。二重障害が発生すると、高優先順位ポートが意図せ
ずシャットダウンされる可能性があります。不良ケーブルを物理的に復元できない場合は、

ポートの優先順位を調整し、可能な場合はオフラインの電源を復元します。

図 12 :フェールオーバー条件で StackPowerスタックが区分される例

スイッチの設置

ラックへの設置

19インチラック以外のラックにスイッチを設置する場合は、スイッチの付属品ではないブラ
ケットキットが必要です。
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ステートメント 1006 -ラックへの設置と保守に関するシャーシ警告

ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐ

ため、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。次の注意事項

に従ってください。

•ラックにこの装置を一基のみ設置する場合は、ラックの一番下方に設置します。

•ラックに別の装置がすでに設置されている場合は、最も重量のある装置を一番下にして、
重い順に下から上へ設置します。

•ラックに安定器具が付属している場合は、その安定器具を取り付けてから、装置をラック
に設置するか、またはラック内の装置の保守作業を行ってください。

警告

次の図は、標準19インチブラケットおよび他のオプションのマウントブラケットを示します。
オプションのブラケットは、シスコの営業担当者に発注できます。

図 13 :ラックマウントブラケット
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23インチブラケット
（RACK-KIT-T1=）

419-inchブラケット（ACC-KIT-T1=）1

24インチブラケット
（RACK-KIT-T1=）

55つの 4点マウント用延長レールお
よびブラケット：19インチブラケッ
トを含む（4PT-KIT-T2=）

2

--ETSIブラケット（RACK-KIT-T1=）3

ラックマウントブラケットの取り付け

始める前に

スイッチの両側にラックマウントブラケットを取り付けるには、ネジを2本（最小推奨数）使
用します。取り付け中、アクセサリキットで提供されている追加のネジ4本を必要に応じて使
用することができます。

手順

ステップ 1 フロントマウントまたはリアマウントの位置の場合は、2本のフラットヘッドネジでブラケッ
トの長い方をスイッチの両側に取り付けます。

図 14 : 19インチラックマウントブラケットと拡張レールの取り付け

19インチ拡張レール319インチブラケット1

--No.8フラットヘッドネジ
（48-2927-01）

2
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ステップ 2 Network Equipment-Building Standards（NEBS）準拠の設置の場合は、次の手順を実行します。

a) 次の図に示すように、CAT-A-AIRFLOWキットで使用可能なラベルをスイッチの両側に貼
り付けます。ラベルの穴をシャーシのネジ穴に合わせてください。

b) ブラケットに付属の皿ネジを使用して、ブラケットをシャーシに固定します。

NEBSは、4点取り付けでのみサポートされます。（注）

図 15 : NEBS準拠の通気口ラベルのスイッチへの取り付け

NEBS準拠のCAT-A-AIRFLOW
キット

3No.8フラットヘッドネジ1

--19インチブラケット2
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ラックへのスイッチの取り付け

手順

ステップ 1 付属の 4本の小ネジを使用して、ブラケットをラックに取り付けます。

ステップ 2 黒の小ネジを使用して、左右いずれかのブラケットにケーブルガイドを取り付けます。

図 16 :フロントマウントの位置

No. 12または No. 10の小ネジ3小ネジ、ブラック1

--ケーブルガイド2

図 17 :ミッドマウントの位置
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図 18 :リアマウントの位置

図 19 : 4点マウントの位置

卓上または棚へのスイッチの設置

手順

ステップ 1 スイッチを卓上または棚に設置する場合は、マウントキットの中からゴム製の脚が付いた粘着
ストリップを取り出します。

ステップ 2 シャーシ底面の 4個の丸い刻み込みにゴム製の脚を 4つ取り付けます。

ステップ 3 AC電源近くの卓上または棚にスイッチを置きます。

スイッチの設置
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ステップ 4 スイッチの設置が完了したら、スイッチの設定の詳細について、スイッチの取り付け後の作業
（17ページ）を参照してください。

スイッチの取り付け後の作業

• Webユーザインターフェイスを使用してスイッチを設定します。詳細については、『Software
Configuration Guide』の「Configuring the Switch Using the Web User Interface」トピックを参
照してください。

• StackPowerポートと StackWiseポートを接続します。

•電源コード保持具を設置します（オプション）。

•必要なデバイスをスイッチポートに接続します。

•電源装置のスイッチをオンにして、システムに電力を供給します。電源投入の間に、ス
イッチは一連のブートアップ診断テストを実行します。

スイッチは、隣接デバイスが完全な動作状態にある場合、30分以
内に起動するように設計されています。

（注）

•デバイスをスイッチポートに接続した後、ポートの接続を確認します。スイッチと接続先
装置がリンクを確立すると、LEDは緑に点灯します。

StackWiseケーブルの接続
StackWiseケーブルを接続する前に、スイッチのデータスタックのプランニング（3ページ）
を確認します。スイッチの相互接続には必ずシスコ認定の StackWiseケーブルを使用してくだ
さい。

StackWise-320ケーブルの接続

手順

ステップ 1 StackWiseケーブルからダストカバーを取り外し、後で使用できるように保管しておきます。

スタック構成をイネーブルにするには、StackWiseアダプタが StackWiseポートに取り付けら
れている必要があります。デフォルト設定では、StackWiseアダプタブランクがStackWiseポー
トに取り付けられています。StackWiseをスイッチと一緒に発注した場合、StackWiseアダプタ
は StackWiseポートにすでに取り付けられており、ステップ 4に進むことができます。

スイッチの設置
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ステップ 2 スタッキングキット（または Torx T15ドライバ）で提供される Torx T15アレンキーを使用し
て目的の StackWiseポートから StackWiseアダプタブランクを取り外します。後で使用できる
ように保管しておきます。

ステップ 3 StackWiseアダプタを目的の StackWiseポートに取り付け、提供された Torx T15キーまたは
Torx T15ドライバを使用して固定します。

図 20 : StackWise-320アダプタの挿入

StackWiseポート2StackWise-320アダプタ1

ステップ 4 StackWiseポートの StackWiseアダプタと StackWiseケーブルコネクタの位置を合わせて挿入し
ます。スプリングラッチがスロットにロックされるまで、内側に押します。

スイッチの設置
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図 21 : StackWiseポートへの StackWise-320ケーブルの取り付け

スタッキングケーブル2StackWise-320アダプタ1

StackWise-320アダプタをコネクタから取り外すには、スプリングラッチを押し下げてスロッ
トからロック解除します。

StackWiseケーブルの取り外しや取り付けを行うと、ケーブルの耐用期間が短くなる場合があ
ります。絶対に必要な場合を除き、ケーブルの頻繁な取り外しと接続は避けてください（この

ケーブルでサポートされている接続と取り外しの最大回数は 200回です）。

ステップ 5 ケーブルの端を別のスイッチの StackWiseポートに接続します。

StackWise-480/1Tケーブルの接続

手順

ステップ 1 StackWiseケーブルからダストカバーを取り外し、後で使用できるように保管しておきます。

ステップ 2 ケーブルをスイッチの背面パネルの StackWiseポートに接続します。コネクタを正しい位置に
合わせて、StackWiseケーブルをスイッチの背面パネルの StackWiseポートに接続し、指でネ
ジを時計方向に回して締め付けます。図のように、シスコのロゴが上側に位置する方向でコネ

クタを接続していることを確認します。

スイッチの設置

19

スイッチの設置

StackWise-480/1Tケーブルの接続



図 22 : StackWiseポートへの StackWise-480/1Tケーブルの接続

コネクタのネジ2シスコロゴ1

ステップ 3 ケーブルのもう一端を他のスイッチのポートに接続し、指でネジを締め付けます。締めすぎな
いように注意してください。

コネクタから StackWise-480/1Tケーブルを取り外すには、接続しているネジを完全に外しま
す。コネクタを使用しない場合は、ダストカバーを取り替えてください。

StackWiseケーブルの取り外しや取り付けを行うと、ケーブルの耐用期間が短くなる場
合があります。絶対に必要な場合を除き、ケーブルの頻繁な取り外しと接続は避けてく

ださい（このケーブルでサポートされている接続と取り外しの最大回数は200回です）。

注意

スイッチの設置
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StackPowerポートへの接続

始める前に

StackPowerケーブルを接続する前に、スイッチのデータスタックのプランニング（3ペー
ジ）を確認します。スイッチの相互接続には必ずシスコ認定の StackPowerケーブルを使用し
てください。誤った構成を防止するため、スイッチ側の StackPowerポートにはキーとカラー
帯が設けられ、これがStackPowerケーブルコネクタ側のキーとカラー帯に一致するようになっ
ています。

手順

ステップ 1 StackPowerのケーブルのコネクタのダストカバーを外します。

ステップ 2 緑の帯のケーブル端を、最初のスイッチの StackPowerポートに接続します。コネクタを正し
い位置に合わせて、スイッチの背面パネルの StackPowerポートに挿入します。

ステップ 3 黄色の帯のケーブル端を、StackPower電力共有の相手となる別のスイッチに接続します。

ステップ 4 非脱落型ネジを手で締めて、StackPowerケーブルコネクタを固定します。

StackPowerケーブルの取り外しや取り付けを行うと、ケーブルの耐用期間が短くなる場
合があります。必要な場合以外には、ケーブルの取り外しや取り付けを行わないように

してください。

注意

スイッチへのネットワークモジュールの取り付け
ネットワークモジュールについては、次を参照してください。

•ネットワークモジュールの取り付け

Cisco着脱可能トランシーバモジュールの取り付けおよび
取り外し

シスコの着脱可能トランシーバモジュール（SFP、SFP、SFP28、および QSFP+モジュール）
については、次の項を参照してください。

• Cisco着脱式トランシーバモジュールの取り付け

•着脱可能トランシーバモジュールの取り外し

•『Cisco 40-Gigabit QSFP+ Transceiver Modules Installation Note』

スイッチの設置
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装置とイーサネットポートの接続
• 10/100/1000/マルチギガビットイーサネットポートの接続（22ページ）

• PoE+ポートおよび Cisco UPOE/UPOE+ポートの接続（23ページ）

10/100/1000/マルチギガビットイーサネットポートの接続
スイッチの 10/100/1000およびマルチギガビットイーサネットポートの設定は、接続先デバイ
スの速度で動作するように変更されます。接続先のポートが自動ネゴシエーションをサポート

していない場合は、速度およびデュプレックスのパラメータを手動で設定できます。自動ネゴ

シエーション機能のない装置または手動で速度とデュプレックスのパラメータが設定されてい

る装置に接続すると、パフォーマンスの低下やリンク障害が発生することがあります。

最大限のパフォーマンスを実現するためには、次のいずれかの方法でイーサネットポートを設

定してください。

•速度とデュプレックスの両方について、ポートに自動ネゴシエーションを実行させます。

•接続の両側でインターフェイスの速度とデュプレックスに関するパラメータを設定しま
す。

Auto-MDIX接続

スイッチの自動ネゴシエーション機能と Auto-MDIX機能は、デフォルトでイネーブルになっ
ています。

自動ネゴシエーション機能を利用すると、接続先装置の速度で動作するようにスイッチポート

の設定が変化します。接続先の装置が自動ネゴシエーションをサポートしていない場合は、ス

イッチインターフェイスの速度とデュプレックスのパラメータを手動で設定できます。

Auto-MDIX機能を利用するとスイッチで銅線イーサネット接続に必要なケーブルタイプが検
出され、それに応じてインターフェイスが設定されます。

Auto-MDIXがディセーブルの場合、この表のガイドラインを使用して正しいケーブルを選択し
てください。

表 2 :推奨イーサネットケーブル（Auto-MDIXがディセーブルの場合）

ストレートケーブルクロスケーブルデバイス

非対応対応スイッチとスイッチ

非対応対応スイッチとハブ

対応非対応スイッチとコンピュータまた

はサーバー

対応非対応スイッチとルータ

スイッチの設置
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ストレートケーブルクロスケーブルデバイス

対応非対応スイッチと IP Phone

1 100BASE-TXおよび 1000BASE-Tトラフィックでは、カテゴリ 5以上の 4ツイストペア
が必要です。10BASE-Tトラフィックではカテゴリ 3ケーブル以上を使用できます。

PoE+ポートおよび Cisco UPOE/UPOE+ポートの接続
10/100/1000マルチギガビットイーサネット PoE+および Cisco UPOE/UPOE+ポートには、
10/100/1000/マルチギガビットイーサネットポートの接続（22ページ）の説明にあるものと
同様な自動ネゴシエーション設定およびケーブル要件があります。これらのポートは、PoE、
PoE+、または Cisco UPOE/UPOE+のインラインパワーを提供できます。

PoEインラインパワーは、IEEE 802.3af規格に準拠した装置のほか、シスコ独自規格の Cisco
IP Phoneおよび Cisco Aironetアクセスポイントをサポートします。各ポートは最大 15.4 Wの
PoE電力を供給できます。PoE+インラインパワーは、IEEE 802.3at規格に準拠した装置をサ
ポートし、すべてのスイッチポートに対して 1ポートあたり最大 30Wの PoE+電力を供給し
ます。

Cisco UPOE/UPOEは、PoEと同じケーブル配線標準を使用します。ただし、2つのツイストペ
アで電力を送信する代わりに、標準イーサネットケーブル（カテゴリ5e以上）の 4つすべての
ツイストペアを使用して最大 90 Wの電力を供給できます。これを実現するために、2つの電
源供給機器（PSE）のコントローラを使用して、信号ペアとスペアペアの両方に電力を供給し
ます。Cisco UPOE +は、クラス 8の受電デバイス（PD）に 71.3 Wの電力を保証します。次の
図に、PoE/PoE+と Cisco UPOE/UPOE+のアーキテクチャの違いを示します。

表 3 : PoE/PoE+と Cisco UPOE/UPOE+の違い

スペアペア2信号ペア1

24ポートおよび 48ポートスイッチで PoE、PoE+、および Cisco UPOE/UPOE+をサポートする
ために必要な電源モジュールについては、「」電源モジュールを参照してください。
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イーサネットツイストペアケーブルは、高レベルの静電気を蓄積する可能性があります。必

ずケーブルを適切かつ安全な方法でアースしてから、スイッチや他の装置に接続してくださ

い。

注意

不適合なケーブル配線または装置が原因で、PoEポートに障害が発生している可能性がありま
す。必ず規格に適合したケーブル配線で、シスコ独自規格の IP Phoneおよびワイヤレスアク
セスポイントである IEEE 802.3af、802.3at（PoE+）、または 802.3bt（UPOE/UPOE+）に準拠
した装置に接続してください。PoE障害の原因となっているケーブルや装置は取り外す必要が
あります。

注意

スイッチの設置
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
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場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


